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中
国
の
社
会
主
義
経
済
建
設
過
程
に
お
け
る

女
性
就
業
政
策

1
1

中
国
共
産
党
政
権
成
立
後
の
約
一
0
年
間
（
一
九
四
九
年
l
一
九
六
一
年
）11

秋

士
口
祐

子

一
は
じ
め
に

二
女
性
の
就
業
政
策
の
推
移

三
家
事
労
働
に
関
す
る
評
価
の
変
遷

四
結
語

t土

じ

め

中
国
共
産
党
は

一
九
四
九
年
の
政
権
掌
握
以
来
現
在
に
至
る
ま
で
、
共
産
主
義
思
想
に
あ
る
男
女
の
政
治
的
・
経
済
的
・
社
会
的
平

等
の
原
則
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
を
否
認
し
て
き
た
旧
体
制
か
ら
女
性
を
「
解
放
」
す
る
こ
と
を
「
社
会
主
義
革
命
の
一
構
成
要
素
」
と

み
な
し
、
「
女
性
の
解
放
な
く
し
て
は
社
会
主
義
社
会
は
達
成
で
き
な
い
」
こ
と
を
表
明
し
て
き
た
。
そ
し
て
女
性
の
就
業
に
つ
い
て

は
、
女
性
解
放
の
根
本
的
な
手
段
で
あ
る
、
と
の
立
場
を
堅
持
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
国
共
産
党
政
権
（
以
下
に
お
い
て
中
共
政
権
・

或
い
は
党
・
政
府
と
略
す
こ
と
も
あ
る
）
の
姿
勢
に
よ
っ
て
、
女
性
の
労
働
力
は
社
会
主
義
建
設
の
約
三

0
年
間
に
、
農
業
を
主
と
す
る
第

一
次
産
業
の
分
野
で
は
総
労
働
力
の
お
よ
そ
半
分
を
占
め
、
第
二
次
・
第
三
次
産
業
で
は
約
三
五
%
（
一
九
八
O
年
）
を
占
め
る
に
至
っ
329 



た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
共
政
権
成
立
以
前
の
旧
社
会
の
女
性
就
業
が
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
ま
さ
に330 

歴
史
上
の
大
転
換
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
国
際
的
な
比
較
を
す
る
と
、
そ
の
評
価
は
か
わ
っ
て
く
る
。
ま
ず
ソ
連
・
東
欧
の
ほ

と
ん
ど
の
社
会
主
義
諸
国
に
お
い
て
は
、
四

O
%
以
上
五
O
%
を
越
え
る
比
率
で
あ
り
、
自
由
主
義
諸
国
に
お
い
て
も
中
国
よ
り
も
高

い
比
率
の
国
が
多
い
。
中
国
の
現
在
の
就
業
難
の
状
況
は
、
女
性
の
就
業
を
制
限
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
に
、
失
業
青
年
に
お
け
る
女

(4
) 

性
の
比
率
は
男
性
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
女
性
解
放
は
、
現
実
に

は
中
共
政
権
の
政
治
理
念
ど
お
り
に
、
社
会
主
義
経
済
建
設
過
程
に
お
い
て
終
始
一
貫
し
て
重
視
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
可
と
い
う
疑
問
が
持
た
れ
る
の
で
あ
る
。

石
川
忠
雄
教
授
は
『
現
代
中
国
の
諸
問
題
』
の
な
か
で
、
中
国
共
産
党
の
諸
政
策
は
「
一
見
矛
盾
し
た
よ
う
な
現
象
が
存
在
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
基
本
的
に
は
一
つ
の
論
理
に
よ
っ
て
全
体
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
の
が
常
で
あ
る
」
と
主
張
さ
れ
て
い
記
。
そ
う
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
ど
き
の
政
策
路
線
は
、
そ
の
よ
っ
て
立
つ
論
理
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
各
政
策
の
内
容

が
規
定
さ
れ
、
同
時
に
そ
の
重
要
性
お
よ
び
優
先
性
が
決
定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
わ
れ
わ
れ
は
、
中
国
の
社
会
主
義
経
済

建
設
の
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
い
く
た
び
か
の
政
策
路
線
お
よ
び
政
策
内
容
の
変
転
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
き
た
。
女
性
の
就
業

を
含
む
女
性
解
放
の
諸
政
策
も
同
じ
よ
う
な
展
開
を
し
て
き
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

筆
者
は
、
中
国
の
女
性
解
放
の
諸
政
策
は
、
「
政
府
の
政
策
的
志
向
が
と
き
ど
き
異
な
る
の
と
平
行
し
て
、
そ
れ
が
政
府
の
政
策
全

お
よ
び
内
容
に
お
け
る
変
化
を
経
て
き
た
。
そ
し
て
三

0
年
間
の
全
般
を
通
し
て
み
る
と
、
第
二
義
的
に
－
評

価
さ
れ
て
き
た
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
」
と
の
見
解
を
す
で
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
女
性
解
放
の
た
め
の
政
策
全
般
の
特
徴

体
に
占
め
る
優
先
順
位
、

を
示
す
仮
説
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
に
お
の
お
の
の
政
策
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
小
論
に
お
い
て
は
、
女
性
解
放
を
最
も
顕
著
に
実
現
す
る
重
要
な
政
策
と
し
て
の
女
性
就
業
政
策
が
、
政



策
路
線
お
よ
び
全
般
的
就
業
政
策
の
変
更
過
程
に
お
い
て
．
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
に
つ

い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。

中
共
政
権
は
、
政
権
誕
生
後
に
行
な
っ
た
社
会
主
義
改
造
、
社
会
主
義
経
済
建
設
の
最
初
の
約
一0年
間
に
試
行
錯
誤
を
経
な
が
ら
、

い
く
つ
か
の
異
な
る
政
策
路
線
を
う
ち
出
し
て
き
た
。
そ
の
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
は
、
時
の
指
導
政
権
の
志
向
に
も
と
づ
い
て
そ

の
な
か
か
ら
妥
当
す
る
政
策
路
線
が
選
択
さ
れ
、
各
政
策
が
作
成
さ
れ
る
、
と
い
う
政
策
決
定
に
関
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
考
え
方

中国の社会主義経済建設過程における女性就業政策（秋吉）

は
、
時
代
的
に
異
な
る
状
況
が
あ
る
た
め
に
、
個
々
の
政
策
に
修
正
が
加
え
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
の
基
調
は
変
ら
な
い
、
と
主
張
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
女
性
の
就
業
政
策
の
推
移
を
検
討
す
る
う
え
で
も
、
こ
の
初
期
の
一O
年
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
基
本
的

な
意
味
を
も
つ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

中
国
は
、
こ
れ
ま
で
の
就
業
政
策
に
お
い
て
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
（
一
九
五
三
年
｜
五
七
年
）
に
お
け
る
国
民
経
済
諸
部
門
の
就
業

数
の
計
画
を
発
表
し
て
以
来
、
こ
れ
に
該
当
す
る
程
具
体
的
な
も
の
は
皆
無
で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
差
し
っ
か
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
に
発
表
さ
れ
た
年
度
別
経
済
計
画
や
経
済
五
カ
年
計
画
、
実
績
、お
よ
び
断
片
的
な
地
域
別
計
画
・
実
績
な
ど
の
資
料
に
も
と

づ
き
就
業
政
策
の
内
容
を
推
察
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
内
容
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
、
厳
密
な
意
味
に
お
い
て

こ
の
政
策
の
内
容
を
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
中
国
は
こ
れ
ま
で
試
行
錯
誤
の
な
か
で
政
策
転
換
が

行
な
わ
れ
き
た
と
い
う
傾
向
が
強
く
、
た
と
え
体
系
化
さ
れ
た
内
容
を
も
っ
政
策
が
あ
っ
た
と
し
て
も
ご
く
一
部
の
政
策
に
す
ぎ
な
い
、

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
個
別
的
な
政
策
で
あ
る
女
性
就
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
な
お
さ
ら
、
具
体
的
か
っ
体
系
的
に
把
握
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
国
の
就
業
政
策
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
何
も
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
限
定

的
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
大
よ
そ
の
政
策
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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本
小
論
の
主
要
部
分
は
女
性
の
就
業
政
策
を
社
会
主
義
経
済
建
設
過
程
に
お
い
て
位
置
づ
け
る
の
で
あ
る
が
、
次
に
家
事
労
働
は
ど



の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か
に
つ
い
て
も
、
少
し
ば
か
り
の
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
中
国
は
二
千
年
以
上
の
332 

問
、
女
性
の
社
会
的
な
労
働
は
例
外
的
な
行
為
と
し
て
忌
避
さ
れ
、
女
性
の
労
働
は
家
庭
内
に
お
け
る
も
の
に
正
当
性
が
与
え
ら
れ
て

い
た
。
新
中
国
に
お
い
て
、
体
制
を
ま
っ
た
く
異
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
こ
の
労
働
を
肩
が
わ
り
す
る
手
段
を
全
国
的
に
創
設

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
女
性
の
就
業
を
国
民
的
レ
ベ
ル
で
開
始
す
る
場
合
は
、
家
事
労
働
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か

に
つ
い
て
も
政
策
が
提
示
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
家
事
労
働
は
、
そ
の
位
置
づ
け
が
女
性
就
業
政
策
と

直
接
的
関
連
性
を
も
ち
、
ま
た
そ
の
対
処
の
仕
方
が
就
業
政
策
実
施
の
成
否
を
決
め
る
重
要
な
一
要
素
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
小
論
は
、
ま
ず
、
女
性
の
就
業
政
策
の
推
移
を
中
共
政
権
成
立
後
の
約
一
0
年
間
の
社
会
主
義
経
済
建
設
過
程
に
お
い
て
検
討
し
、

次
に
、
こ
の
間
の
家
事
労
働
の
評
価
の
推
移
を
概
観
し
、
最
後
に
、
こ
の
両
者
の
な
か
か
ら
、
女
性
就
業
政
策
が
社
会
主
義
経
済
建
設

の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
き
た
の
か
を
導
き
出
し
、
閏
目
頭
の
仮
説
の
検
証
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

（1
）
『
偉
大
的
十
年
』
一
九
五
九
年
十
月
に
収
録
さ
れ
て
い
る
禁
暢
（
当
時
、
全
国
民
主
婦
女
連
合
会
第
三
期
執
行
委
員
主
席
、
第
八
期
中
央
委
員
）
「
党
的
総
路
織
照

耀
着
成
国
婦
女
徹
底
解
放
的
道
路
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
九
年
二
十
号
、
一
頁
、
「
社
、
治
充
分
友
輝
姐
女
在
両

A
l文
明
建
設
中
的
作
用
1

紀
念
『
三
八
』
国
際
芳
劫
姐

女
市
」
『
人
民
日
報
』
一
九
八
三
年
三
月
八
日
、
四
頁
。

（2
）
「
四
年
来
中
国
婦
女
運
動
的
基
本
総
結
和
今
後
任
務i
郵
頴
超
同
志
（
当
時
、
全
国
民
主
婦
女
連
合
会
第
三
期
執
行
委
員
副
主
席
、
第
三
期
全
人
代
常
務
委
員
）

在
中
国
第
二
次
全
国
婦
女
代
表
大
会
上
的
報
告
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
三
年
五
号
、
八
頁
。

（3
）
コ
メ
コ
ン
諸
国
の
一
九
八
O
年
の
女
性
就
業
の
比
率
（
国
民
経
済
の
国
営
お
よ
び
協
同
組
合
セ
ク
タ
ー
の
労
働
者
・
職
員
数
に
占
め
る
）
は
、
ソ
連
、
ド
イ
ツ
民

主
共
和
国
が
五
O
%
を
越
え
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
が
約
四
四
%
か
ら
四
九
%
の
聞
で
あ
る
。
『
コ
メ
コ
ン
諸
国
統
計

年
鑑
一
九
八
一
年
』
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
レ
ス
・
フ
ォ
ト
、
一
九
八
二
年
、
四
一
二
｜
四
一
三
頁
。
日
本
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
独
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
は
一
九
七
O
年
後
半
で
三
五
%
以
上
四
三
・
五
%
以
内
の
女
性
就
業
率
で

あ
る
。
『
婦
人
の
現
状
と
施
策
』
総
理
府
編
、
一
九
八
O
年
、
四
七
頁
。

（4
）
「
女
子
職
業
戦
線
異
状
あ
り
、
男
子
採
用
に
傾
く
、
労
働
者
募
集
で
差
別
」
『
中
日
貿
易
新
聞
こ
九
八
二
年
三
月
二
八
日
号
（
「
工
人
日
報
」
三
月
七
日
号
よ
り
転
載
。
）

（5
）
石
川
忠
雄
『
現
代
中
国
の
諸
問
題
』
慶
慮
通
信
、
一
九
六
七
年
、
一
一
四
頁
。

（6
）
拙
稿
「
中
国
の
婦
人
解
放
の
基
本
的
特
徴
と
問
題
点
」
『
現
代
中
国
と
世
界
』
慶
臆
通
信
、
一
九
八
二
年
、
五
二
三
頁
。



女
性
の
就
業
政
策
の
推
移

一
九
四
九
年
十
月
の
中
華
人
民
共
和
国
成
立
と
同
時
に
突
入
し
た
新
国
家
建
設
期
の
女
性
の
就
業
政
策
は
、四
三
年
の
「
抗
日
戦

争
」
の
時
点
で
出
さ
れ
た
中
共
中
央
（
委
員
会
）
の
「
婦
人
活
動
方
針
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
女
性
の
政
治
的
地
位
や
文

化
水
準
を
高
め
、
生
活
を
改
善
し
、
も
っ
て
女
性
の
解
放
の
道
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
経
済
的
独
立
を
手
中
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
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ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
中
国
女
性
が
二
千
年
以
上
に
わ
た
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
政
治
的
、
経
済
的
、

教
育
的
な
ど
の
す
べ
て
の
権
利
の
な
か
で
も
、
ま
ず
経
済
的
権
利
を
得
る
こ
と
が
女
性
解
放
の
優
先
的
政
策
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て

い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
方
針
に
も
と
守
つ
い
て
、
中
共
政
権
成
立
後
の
女
性
の
就
業
政
策
は
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
就
業
政
策
は
、
農
村
と
都
市
と
で
は
そ
の
経
済
的
・
社
会
的
構
造
が
異
な
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
中
国
農
村
は
圧
倒
的
人
口
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
の
労
働
構
造
に
つ
い
て
は
公
式
統
計
も
な
く
、
そ
れ
に
関
連
す
る
デ

ー
タ
も
き
わ
め
て
乏
し
く
、
そ
の
う
え
労
働
が
季
節
的
に
大
幅
な
変
動
を
と
も
な
う
性
格
が
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
正
確
に
把
握
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
農
村
の
就
業
政
策
に
お
い
て
は
、
就
業
人
口
の
増
大
に
限
れ
ば
、
基
本
的
に
は
耕
地
さ
え
あ
れ
ば
達
成
し
や
す

い
。
し
た
が
っ
て
女
性
を
就
業
さ
せ
る
場
合
、
一
般
的
に
ど
の
社
会
で
も
、
農
村
の
女
性
の
就
業
率
は
都
市
に
比
べ
て
は
る
か
に
達
成

し
や
す
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
女
性
就
業
が
真
の
意
味
で
関
わ
れ
る
の
は
、
都
市
に
お
い
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
点
か
ら
し
て
、
本
節
で
は
、
都
市
の
女
性
就
業
政
策
に
比
重
を
置
く
こ
と
と
し
、
農
村
に
つ
い
て
は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ふ
れ

る
こ
と
と
し
た
い
。

A 

農
村
の
女
性
就
業
政
策
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中
国
の
農
村
女
性
に
対
す
る
就
業
政
策
の
推
移
は
、
農
村
の
社
会
主
義
建
設
の
発
展
段
階
に
も
と
づ
い
て
、
新
国
家
成
立
か
ら
一
九

五
三
年
か
ら
五
七
年
ま
で
の
「
農
業
の
集
団
化
政
策
」
、
五
八
年
か
ら
六O
年
ま
で
の
「
大
躍
進
・
人
民
公

社
政
策
」
、
六
一
年
か
ら
始
ま
る
「
調
整
政
策
」
の
四
つ
の
時
代
区
分
）
の
な
か
で
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

五
二
年
ま
で
の
復
興
期
、
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共
産
党
政
権
の
成
立
と
同
時
に
全
国
的
な
実
施
が
決
め
ら
れ
た
「
土
地
改
革
」
は
、
「
土
地
を
耕
す
農
民
ヘ
」
と
い
う
原
則
に
も
と

づ
く
土
地
所
有
の
再
編
成
を
基
軌
と
し
た
農
村
社
会
の
根
本
的
な
変
革
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
の
土
地
改
革
は
女
性
の
土
地
所
有
権

を
認
め
る
と
い
う
措
置
で
あ
る
と
同
時
に
、
女
性
の
生
産
活
動
へ
の
参
加
も
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
土
地
の
再
配
分
が
行
な
わ
れ
る

過
程
で
、
女
性
の
生
産
活
動
へ
の
参
加
は
必
ず
し
も
順
調
に
進
展
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
二
千
年
以

上
続
い
た
男
女
聞
の
差
別
観
念
を
急
速
に
な
く
す
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
こ
の
観
念
に
も
と
づ
く
「
て
ん
足
」
と
い
う
肉
体
的
条
件
、

お
よ
び
教
育
・
技
術
の
低
水
準
に
よ
っ
て
、
現
実
的
に
生
産
に
従
事
す
る
う
え
で
大
き
な
制
約
が
あ
り
、
ま
た
女
性
が
生
産
活
動
を
行

な
う
場
合
、
家
事
労
働
を
ど
う
す
る
か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
の
生
産
活
動
へ
の
参
入
に
お
い

て
、
男
性
の
労
働
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
と
か
、
作
業
効
率
が
低
下
す
る
と
か
、
家
事
労
働
に
支
障
を
き
た
す
、
女
性
の
健
康
を
害
す
、

(4
) 

家
族
間
の
不
和
が
生
じ
る
な
ど
と
い
っ
た
各
種
の
問
題
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
固
有
の
問
題

(5
) 

の
他
に
、
農
村
が
そ
も
そ
も
労
働
力
の
過
剰
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
も
、
女
性
の
生
産
へ
の
参
加
を
阻
ん
だ
大
き
な
背
景
と
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
改
革
の
当
初
に
期
待
さ
れ
た
よ
う
な
「
全
女
性
の
一
斉
労
働
参
加
」
の
方
針
は
、
そ
の
後
、

無
理
の
な
い
漸
進
的
な
方
法
で
実
現
し
て
い
く
方
針
へ
と
変
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
穏
歩
前
進
的
な
方
針
は
、
土
地
改
革
を
経
て
農
村

の
組
織
化
を
図
る
「
集
団
化
政
策
」
お
よ
び
そ
れ
が
次
の
段
階
の
「
人
民
公
社
化
」
に
移
行
す
る
ま
で
堅
持
さ
れ
た
。

国
民
経
済
を
建
て
直
す
た
め
に
は
、
ま
ず
、
そ
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
農
業
生
産
を
増
大
さ
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
。
土
地
改
革
後
の
農
村
で
は
、
土
地
は
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
資
本
力
は
極
め
て
乏
し
く
、
労
働
力
は
不
均
衡
な
配
分
で
あ
る
、



と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
土
地
の
私
有
制
は
社
会
主
義
計
画
経
済
の
実
施
に
と
っ
て
好
ま
し
い
制
度
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

土
地
、
資
本
を
集
中
化
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
合
理
的
な
使
用
を
可
能
に
し
、
や
が
て
農
業
を
国
民
経
済
計
画
の
わ
く
組
に
入
れ
る

基
盤
づ
く
り
と
し
て
の
「
農
業
の
集
団
化
政
策
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
（
記
。
集
団
化
政
策
は
、
規
模
別
の
発
展
段
階
を
設
定
し
、

最
小
単
位
の
「
互
助
組
」
、
そ
れ
よ
り
規
模
の
大
き
い
「
初
級
生
産
合
作
社
」
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も
規
模
の
大
き
い
「
官
同
級
生
産
合
作

(7
) 

社
」
へ
と
順
次
移
行
し
て
い
く
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
女
性
の
農
業
生
産
活
動
へ
の
参
加
も
、
当
然
こ
の
集
団
化
政
策
の
中
に
位
置
づ
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一
九
五
六
年
に
発
表
さ
れ
た
「
高
級
農
業
生
産
合
作
社
模
範
定
款
」
の
な
か
に
は
、
女
性
労
働
の
参
加
と
女
性
労
働
の
保

護
に
関
し
て
規
定
し
た
も
の
が
五
項
目
に
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
男
性
と
同
様
に
「
労
働
に
応
じ
た
分
配
の
原
則
」
、
女
性
の

け
ら
れ
た
。

肉
体
的
・
生
理
的
条
件
に
即
応
し
た
労
働
の
配
分
、
女
性
の
就
業
を
確
保
す
る
た
め
の
託
児
所
の
設
置
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
。
中

国
は
広
大
な
国
土
を
も
つ
た
め
に
地
域
間
の
格
差
も
大
き
く
、
こ
れ
を
考
慮
に
入
れ
た
政
策
的
指
示
が
な
け
れ
ば
、
政
策
実
施
の
効
果

も
あ
が
ら
な
い
。
女
性
の
就
業
政
策
も
同
様
で
あ
る
。
集
団
化
政
策
の
実
施
時
点
で
は
、
「
決
し
て
一
律
に
号
令
を
か
け
て
は
な
ら
な

い
」
と
の
方
針
の
も
と
に
、
各
地
の
生
産
・
労
働
水
準
や
生
活
習
慣
な
ど
に
適
応
し
た
就
業
化
へ
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

つ
ま
り
、
ω
労
働
力
が
不
足
し
、
潜
在
的
生
産
力
が
あ
る
、
ま
た
は
経
済
作
物
地
区
の
女
性
の
就
業
は
、
計
画
的
・
組
織
的
労
働
動
員

を
か
け
る
、

ω
女
性
が
生
産
活
動
を
行
な
う
習
慣
の
な
い
地
域
で
は
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
を
か
え
て
い
く
形
で
就
業
を
進
め
る
、

ω
労

働
力
の
豊
か
で
潜
在
的
失
業
者
の
多
い
地
域
で
は
、
新
し
い
生
産
分
野
を
開
拓
し
、
或
い
は
伝
統
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
副
業
的
分
野

に
女
性
の
就
業
を
吸
収
す
る
、
と
い
う
よ
う
に
種
々
の
実
施
形
態
が
許
容
さ
れ
た
。
そ
し
て
副
業
生
産
活
動
が
肯
定
さ
れ
る
な
か
で
、

特
に
女
性
が
そ
れ
を
行
な
う
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
効
を
奏
し
、
官
同
級
生
産
合
作
社
の
急
速
な
発
展
を
み
た
五
六
年
に
は
、

農
村
女
性
の
労
働
力
の
お
よ
そ
半
数
を
超
え
る
労
働
力
が
生
産
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
労
働
日
数
に
お
い
て
は
、

（ω
）
 

全
国
平
均
で
男
性
の
三
O
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
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農
村
の
女
性
労
働
力
が
さ
ら
に
増
大
し
、
全
女
性
労
働
者
の
完
全
就
業
が
基
本
的
に
達
成
す
る
の
は
、
「
人
民
公
社
化
運
動
」
の
時

点
で
あ
っ
た
。
当
時
の
農
村
は
、
農
業
に
「
密
植
」
、
「
深
耕
」
と
い
っ
た
労
働
集
約
的
生
産
方
式
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
先
だ
っ
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て
五
七
年
秋
か
ら
は
未
曽
有
な
規
模
の
水
利
建
設
が
着
手
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
「
大
躍
進
政
策
」
に
も
と
づ
い
て
、
鉄
鋼
を
始
め
と

す
る
工
鉱
業
製
品
を
農
村
の
小
規
模
か
っ
伝
統
的
手
法
で
生
産
す
る
と
い
う
「
土
法
工
業
」
の
振
興
が
大
い
に
奨
励
さ
れ
た
た
め
に
、

（
日
）

こ
れ
ら
の
部
門
に
労
働
力
の
過
度
な
集
中
化
が
お
こ
り
、
農
業
部
門
の
労
働
力
の
不
足
現
象
が
生
じ
て
い
た
。
ま
た
、
大
規
模
な
水
利

工
事
や
農
村
工
業
を
振
興
さ
せ
る
た
め
の
資
金
は
、
基
本
的
に
農
村
自
体
で
つ
く
り
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
農
村
に
は
こ
の

よ
う
な
重
大
な
課
題
が
あ
っ
た
他
に
、
集
団
化
過
程
で
累
積
さ
れ
た
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
新
し
い
形
の
貧
富
の
差
の
出
現
、

個
人
・
集
団
・
国
家
聞
の
経
済
的
対
立
関
係
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
農
村
社
会
の
混
乱
状
況
は
、
放
置
で
き
な
い
程
に
深
刻
化
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
農
村
社
会
の
諸
問
題
を
一
挙
に
解
決
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
考
案
さ
れ
た
の
が
「
人
民
公
社
制
度
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
「
人
民
公
社
」
に
も
た
せ
る
と
い
う
、
農
村
社
会
の
大
改
造
を
意
味
し
た
。
労
働
力
を
も
っ
全
女

性
の
生
産
活
動
へ
の
参
加
は
、
当
然
こ
の
政
策
の
重
要
項
目
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
人
民
公
社
が
数
カ
月
の
う
ち
に
中
国
全
土

に
普
及
し
た
の
と
平
行
し
て
、
女
性
の
就
業
人
口
は
こ
の
間
に
九
O
%
以
上
の
達
成
を
み
た
の
で
あ
る
。
労
働
日
数
に
お
い
て
も
数
カ

（
日
）

月
間
に
、
男
性
の
四
O
な
い
し
四
五
%
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
躍
進
運
動
お
よ
び
人
民
公
社
化
運
動
は
あ
ま
り
に
急
進
的
な
発
展
を
期
待
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
施
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

ひ
き
起
こ
し
、
運
動
の
目
的
と
し
た
農
・
工
業
の
大
増
産
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
反
対
に
、
自
然
災
害
を
ひ
き
が
ね
に
大

飢
鰹
を
招
く
よ
う
な
食
糧
の
大
減
産
と
国
民
経
済
全
般
の
大
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
党
は
こ
の
最
悪
の
状
況
に
対
処
す
る
た
め

に
、
大
躍
進
運
動
の
終
息
化
と
人
民
公
社
化
の
改
正
の
方
針
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
経
済
の
「
調
整
政
策
」へ
の
方
向
転
換
を
意
味
し

た
。
従
来
の
経
済
計
画
は
「
重
工
業
の
優
先
的
発
展
」
を
基
本
と
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
新
政
策
の
そ
れ
は
「
農
業
を
国
民
経
済
の



基
礎
」
と
す
る
方
針
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
総
力
を
結
集
し
て
食
糧
の
増
産
を
中
心
と
す
る
農
業
振
興
策
が
と
ら

れ
た
。
調
整
政
策
は
都
市
の
経
済
活
動
の
縮
少
化
を
伴
い
、
都
市
の
就
業
人
口
削
減
策
と
し
て
、
都
市
人
口
を
農
村
ヘ
送
り
、
そ
こ
で

就
業
さ
せ
る
と
い
う
「
下
放
政
策
」
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
も
農
業
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
二
年
間
で
お
よ
そ
二
、

0
0
0
万
人
の
人
口
移
動
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
数
値
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
か
ら
大
躍
進
運
動
ま
で
の

約
五
年
間
の
農
村
人
口
の
都
市
移
動
量
を
優
に
越
え
る
程
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
農
村
社
会
に
再
び
労
働
力
の
過
剰
な
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状
態
が
現
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
労
働
力
配
分
に
お
い
て
は
、
総
労
働
力
の
八
O
%
以
上
が
農
業
生
産
に
従
事
す
る
要
求
が

出
さ
れ
た
。
調
整
政
策
は
、
直
接
に
女
性
労
働
力
に
つ
い
て
ふ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
農
村
女
性
の
労
働
に
つ
い
て
の
言
及
で

は
、
労
働
力
の
適
性
配
分
と
母
性
保
護
を
遵
守
す
る
こ
と
、

お
よ
び
家
庭
副
業
へ
の
す
す
め
を
内
容
と
す
る
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
的

で
あ
る
。
そ
こ
で
調
整
期
の
女
性
就
業
政
策
の
方
針
を
推
論
す
れ
ば
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
農
村
で
は
あ
り
余
る
労
働
力
を

如
何
に
配
分
す
る
か
が
問
題
と
な
る
な
か
で
、
「
適
性
配
分
」
、
「
労
働
保
護
」
の
名
目
に
お
い
て
、
女
性
の
生
産
活
動
へ
の
参
加
を
あ

る
程
度
制
限
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
性
労
働
力
の
ほ
ぼ
完
全
動
員
を
果
た
し
た
後
に
、
そ
れ
を
直
ち
に

「
失
業
」
状
態
に
お
と
す
こ
と
は
、
農
村
社
会
の
混
乱
を
増
幅
し
か
ね
な
い
し
、
党
の
信
望
に
対
し
て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
家
庭
副

業
が
「
集
団
経
済
の
必
要
な
補
填
部
分
」
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
へ
女
性
の
余
剰
労
働
力
を
吸
収
す
る
こ
と
が
最
も
無
理

の
な
い
方
法
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
人
民
公
社
は
事
実
上
、
高
級
生
産
合
作
社
の
段
階
に
ま
で
後
退
し
た

の
で
あ
り
、
女
性
の
生
産
活
動
へ
の
参
入
も
、

お
そ
ら
く
、
こ
の
時
点
の
状
態
に
ま
で
戻
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

B 

都
市
の
女
性
就
業
政
策

新
中
国
建
国
後
約
十
年
間
の
都
市
の
女
性
就
業
政
策
は
、
中
国
の
都
市
の
社
会
主
義
経
済
政
策
の
推
移
の
な
か
で
み
て
い
く
こ
と
と337 
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年 l 全車静岡大里｜ 女性就業者数 | 年増大率間 i全女開子就業者山の割合る
単04位・千 単位：千

1949 8,0 600 7.5% 

1950 10,239 27.9% n.a n.a 

1951 12,815 25.1 % n.a n.a 

1952 15,804 23.3% 1,848[ 1,063] 11. 7% 

1953 18,256 15. 5% 2, 132 15.4% 11. 7% 

1954 18,809 3.0% 2,435 14. 2% 12. 8% 

1955 19,076 1.4% 2,473 1. 6% 13. 0% 

1956 24,230 27.0% 3,266 32.0% 13. 5% 

1957 24,506 1.1 % 3,286[ 3,101] 0.6% 13.4% 

1958 45,323 84.9% 7,000 113. 0% 15.4% 

1959 44,156 -2.5% 8,286 18.1 % 18. 8% 

1960 (45,970) 4.1 % 8,000 -3.4% (17.4%) 

i 則｜〔川97〕｜｜即53〕 T r [35. 9% ]

表 1

n.a データのなこいとを意味する。

( ) r中共綜合要覧』（社団法人世界政経調査会 1967年） p.22 からの数値およびそれを用いて計算したもの。

( J 『中国統計年鑑』 1981年 p.108, p. 121 を用いたもの。

す
る
。

ま
ず
復
興
期
の
女
性
就
業
政
策
は
、
そ
れ
を
推
進
す
る
た
め

の
基
盤eつ
く
り
と
し
て
の
法
的
整
備
や
宣
伝
乱
艇
が
先
行
す
る
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な
か
で
行
な
わ
れ
た
。
女
性
就
業
を
実
施
す
る
た
め
の
法
律
は

主
と
し
て
、
妊
娠
・
出
産
の
特
別
処
遇
を
内
容
と
す
る
母
性
保

護
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
一
九
五
一
年
三

（
川
口
）

月
に
制
定
さ
れ
た
「
保
険
条
例
」
の
な
か
に
み
ら
れ
る
。
五
二

年
に
は
「
労
働
就
業
問
題
に
関
す
る
決
定
」
が
出
さ
れ
、
復
興

期
の
全
般
的
な
就
業
政
策
の
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
れ

は
、
翌
年
か
ら
始
ま
る
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
遂
行
過
程
で
現

存
す
る
失
業
者
は
す
べ
て
就
業
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し

の
も
と
に
、
そ
れ
ま
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
措
置
を
用
い
て

失
業
者
の
減
少
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
決
定
は
、
女
性
の
託
業
に
つ
い
て
は

ま
ず
、
失
業
者
お

よ
び
未
就
業
者
の
範
庸
に
家
庭
の
主
婦
を
含
め
潜
在
的
に
労
働

力
を
有
す
る
す
べ
て
の
女
性
が
入
る
こ
と
を
明
記
し
、
社
会
全

体
が
女
性
の
家
庭
的
条
件
や
能
力
・
適
性
に
も
と
づ
い
て
、
彼

女
ら
に
適
切
な
就
業
を
用
意
す
る
こ
と
を
求
め
て
ト
る
。
こ
の



よ
う
な
方
針
に
も
と

e

つ
い
て
行
な
わ
れ
た
女
性
の
就
業
は
、
き
わ
め
て
急
速
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
表
ー
は
、
復
興
期
か
ら
約
十
年
間

の
就
業
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
四
九
年
か
ら
五
三
年
ま
で
の
四
年
間
に
一
二
四
万
八
千
人
の
女
性
就
業
人
口

の
増
大
が
あ
り
、
年
間
成
長
率
は
平
均
し
て
六
九
%
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
成
長
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
男
性
の
就
業
人
口
増

大
率
の
三
倍
以
上
で
あ
り
、

ま
た
、
後
の
大
躍
進
の
行
な
わ
れ
た
五
八
年
に
次
ぐ
高
い
成
長
で
あ
る
。
女
性
の
就
業
が
こ
の
よ
う
に
急

速
に
発
展
し
た
の
は
、
す
で
に
女
性
の
参
入
の
比
較
的
多
か
っ
た
軽
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
が
復
興
後
も
直
ち
に
継
承
さ
れ
た
こ

中国の社会主義経済建設過程における女性就業政策（秋吉）

と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
女
性
の
就
業
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
速
い
成
長

率
は
、
女
性
の
就
業
人
口
が
そ
も
そ
も
男
性
の
そ
れ
に
比
べ
て
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
う
出
発
点
に
立
つ
た
め
に
、
女
性
就
業
の
増
大

を
は
か
る
こ
と
を
約
束
す
る
政
権
は
、
そ
の
成
長
率
を
き
わ
め
て
高
い
も
の
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
要
請
に
も
よ
る
も
の

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
全
就
業
者
に
占
め
る
女
性
の
比
率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
復
興
期
の
女

性
就
業
者
の
全
就
業
者
に
占
め
る
割
合
を
み
る
と
、
そ
れ
は
四
九
年
の
七
・
五
%
か
ら
五
二
年
の
一
一
・
七
%
へ
の
変
化
で
あ
り
、
三

年
間
に
わ
ず
か
に
四
・
五
%
し
か
増
え
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
女
性
就
業
は
数
量
的
に
は
高
い
成
長
率
で
あ
っ
て
も
、
比
率
的
に
は
け

っ
し
て
高
い
成
長
率
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
に
始
ま
っ
た
第
一
次
五
カ
年
計
画
は
、
重
工
業
建
設
に
大
き
な
比
重
を
置
く
経
済
発
展
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
で

は
就
業
人
口
を
四
年
間
に
約
四
二
二
万
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
予
定
し
た
問
、
失
業
人
口
の
増
加
お
よ
び
そ
れ
へ
の
対
処
に
つ
い
て
は
、

関
知
さ
れ
な
か
っ
た
。
就
業
人
口
の
増
大
を
ひ
き
起
こ
す
経
済
建
設
は
、
こ
こ
で
は
、
近
代
的
設
備
・
技
術
を
必
要
と
す
る
重
工
業
分

野
に
重
点
が
置
か
れ
た
た
め
に
、
こ
の
分
野
へ
の
投
資
の
増
大
に
平
行
し
て
、
確
か
に
労
働
需
要
も
増
え
就
業
人
口
の
増
大
を
結
果
し

た
が
、
そ
れ
は
、
ま
す
ま
す
増
大
す
る
供
給
を
決
し
て
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
計
画
の
実
施
過
程
の
な
か
で
、
そ
の
差
は
拡
大
339 

す
る
傾
向
を
示
し
た
。
図1
は
、
新
中
国
成
立
以
後
の
約
十
年
間
の
非
農
業
部
門
、
す
な
わ
ち
都
市
の
男
子
失
業
率
の
各
種
の
推
計
値



非農部門における男子の推計失業率の推移図 1

% 
40 

I＿ーーーー－－

60年59 58 1949 50 51 52 53 54 55 

(I ）推計 I は12-64才層を就業年令としている。
(2 ）推計Iii は14-64才、推計Ih 、 113 は15-19才をそれぞれ就業

年令層にしている。

なおII1 、 112 は 1949年における非農業人口比率が25.5%、 Ih
Iま同比率を23.0% と仮定している。

57 56 

（
お
）

を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
失
業
者
の
増
大
は
、五
三
年
を
境
に
し
て
五
七
340 

失 30
業

率 20

10 

年
ま
で
上
昇
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
最
も
低
い
推
計
値
で
も
約
八
%
か
ら
二
O
%

を
超
え
る
失
業
率
の
上
昇
推
移
で
あ
り
、
最
も
高
い
推
計
値
で
は
、
基
点
で
三
O

%
を
超
え
、
ピ
l
ク
で
は
四
O
%
に
達
す
る
失
業
率
の
伸
長
と
な
っ
て
い
る
。
本

小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
失
業
率
増
大
の
原
因
に
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
主
要
な
点
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
都
市

の
失
業
者
の
増
大
は

一
方
で
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
工
業
建
設
が
期
待
さ
れ
て

い
た
程
の
大
規
模
な
就
業
の
創
出
を
果
し
え
ず
、
他
方
で
私
営
部
門
の
社
会
主
義

改
造
が
か
な
り
急
速
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
失
業
者
が
す
べ
て

予
定
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
国
営
部
門
に
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
時
の
社
会

(MA
) 

主
義
建
設
の
政
策
自
体
に
起
因
す
る
結
果
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
そ
れ
に

も
ま
し
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
自
然
発
生
的
な
人
口
移
動
に
よ
っ
て
ひ
き
起
こ

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
の

四
年
間
の
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
、
少
な
く
見
積
っ
て
も
八
O
O
万
人
、

多
く
見
積
れ
ば
、
一
、
二
O
O
万
人
を
優
に
超
え
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
数
字
は
、
こ
の
間
の
都
市
人
口
増
大
数
約
一
、
四
O
O
万
人
の
前
者
が
約
五
七
%
、
後
者
が
約
八
六
%
と
い
う
驚
く
べ
き
比
率
に

あ
た
（
初
。
こ
の
よ
う
な
大
量
の
都
市
へ
の
人
口
移
動
は
、
五
二
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
、
お
よ
び
五
五
年
か
ら
五
六
年
に
か
け
て
特

に
著
し
く
、
農
業
生
産
の
不
振
を
背
景
に
、
農
村
社
会
の
組
織
化
が
急
速
に
行
な
わ
れ
た
時
期
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農



村
で
所
得
の
向
上
が
み
ら
れ
ず
生
活
が
困
窮
化
し
、
労
働
力
の
組
織
化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
潜
在
的
失
業
が
顕
在
化
し
た
こ
と
、

一
方
で
都
市
に
お
け
る
経
済
建
設
が
新
規
就
業
の
機
会
を
創
出
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
感
が
強
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
か
ら
生
じ
た

結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
間
の
就
業
政
策
の
大
ま
か
な
推
移
は
、
就
業
の
管
理
・
統
制
の
強
化
と
そ
れ
の
緩
和
と
の
二
つ
の
方
向
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
て

（
幻
）

い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
五
三
年
ま
で
は
、
国
家
レ
ベ
ル
の
就
業
政
策
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
見
方
が
通
説
で
あ
る
。
五
四

中国の社会主義経済建設過程における女性就業政策（秋吉）

一
方
で
基
本
建
設
と
国
営
企
業
部
門
お
よ
び
政
府
・
党
機
関
部
門
で
の
新
規
就
業
の
管
理
を
強
化
し
、
他
方
で
そ
の
他
の
部

門
の
就
業
の
管
理
を
緩
和
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
つ
ま
り
労
働
市
場
は
か
な
り
自
由
化
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
実
践
さ
れ
る

年
に
は

過
程
で
、
統
制
と
自
由
の
両
者
の
併
存
が
混
乱
を
き
た
し
、
五
五
年
の
後
半
に
は
、
就
業
の
全
面
的
管
理
・
統
制
の
方
針
が
と
ら
れ

た
。
こ
の
間
、
都
市
の
失
業
人
口
の
圧
力
を
緩
和
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
都
市
居
住
者
の
下
放
政
策
が
五
五
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
就
業
人
口
の

伸
び
率
も
例
年
に
比
べ
て
高
く
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
管
理
権
の
分
権
化
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
時
で
も
あ
り
、

五
六
年
は
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
達
成
を
早
め
る
た
め
に
積
極
的
な
財
政
計
画
が
出
さ
れ
た
年
で
あ
り
、

就
業
の
国
家
的
管
理
・
統
制
の
緩
和
の
方
針
が
再
び
台
頭
し
た
。
下
放
さ
れ
た
人
々
を
呼
び
も
ど
す
こ
と
に
よ
っ
て
就
業
人
口
を
獲
得

す
る
措
置
さ
え
と
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
就
業
政
策
は
労
働
市
場
の
自
由
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
、か
え
っ
て
失
業
人
口
を
増

大
さ
せ
、
そ
の
圧
力
に
対
処
し
き
れ
な
い
状
況
の
な
か
で
、
財
政
計
画
の
縮
少
化
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
就
業
人
口
の
増
大
を
で

き
る
だ
け
抑
え
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。
ま
ず
、
就
業
の
機
会
を
主
に
工
業
分
野
に
求
め
る
こ
と
か
ら
、
農
業
お
よ
び
農
業
関
連
の
副
業

お
よ
び
手
工
業
分
野
に
も
求
め
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
下
放
政
策
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
不
法
流
出
の
禁
止
、
老
齢
者
の

退
職
制
度
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
人
口
削
減
の
諸
措
置
を
強
化
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
政
府
・
党
幹
部
人
員
の
削
減
化
と
い
っ
た
新

し
い
措
置
も
加
え
ら
れ
、
各
方
面
か
ら
就
業
人
口
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
試
み
が
実
施
さ
れ
問
。
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こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
女
性
の
就
業
政
策
は
、
基
本
的
に
は
、
就
業
人
口
の
増
大
方
針
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、五
六
年
後
半
か
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ら
五
七
年
、
そ
し
て
五
八
年
の
初
頭
に
か
け
て
、
全
体
の
就
業
抑
制
策
の
も
と
で
女
性
の
就
業
を
こ
と
さ
ら
強
化
し
な
い
と
い
う
方
針

が
と
ら
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
女
性
就
業
の
拡
大
を
は
か
る
こ
と
を
建
て
前
と
し
て
き
た
党
・
政
府
が
法
的
か
つ
積
極
的
に
こ
れ

に
反
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
女
性
幹
部
の
「
勇
退
」
の
奨
励
、
後
に
述
べ
る
と
こ
ろ
の
家
事

労
働
の
再
評
価
な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て
、
女
性
の
側
か
ら
の
自
発
的
な
就
業
の
削
減
化
を
は
か
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
ふ
問
。

先
の
表
1

に
お
い
て
も
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
の
女
性
就
業
の
増
大
の
特
徴
は
、
こ
の
間
の
女
性
就
業
政
策
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
、
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
就
業
人
口
は
年
ご
と
に
増
大
し
て
お
り
、
ま
た
、

ほ
と
ん
ど
の
年
度
が
全
体
の
就
業
人
口
の

増
大
率
と
同
率
な
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
間
の
女
性
就
業
率
も
全
体
の
就
業
率
の
推
移
と
同
様
に
、
増
加
率
に
大
幅
な
変
動
が
み

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
五
三
年
度
と
五
四
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
一
五
・
四
%
、

一
四
・
二
%
と
一
応
順
調
な
成
長
率
で
あ
る
と
み
る
こ
と

が
で
き
る
が
、

五
五
年
度
は
一
・
六
%
と
成
長
が
急
速
に
低
下
し
、

五
六
年
度
は
三
二
%
と
急
速
な
成
長
に
転
化
し
、

五
七
年
度
は
再

び
成
長
率
が
低
下
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
、
そ
れ
ま
で
女
性
の
就
業
率
の
方
が
全
体
の
就
業
率
よ
り
高
い
年
度
が
多
い
の
に
対
し
て
、

女
性
就
業
抑
制
策
の
強
化
を
反
映
し
て
全
体
よ
り
も
0
・
五
%
程
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
女
性
の
就
業

増
の
独
自
の
特
徴
も
見
い
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
五
二
年
以
降
は
、
そ
れ
以
前
の
時
期
が
全
般
の
就
業
増
と
比
べ
て
き

わ
め
て
高
い
成
長
を
み
せ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
全
般
の
成
長
と
ほ
ぼ
同
率
の
成
長
に
転
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、

女
性
就
業
が
全
体
に
占
め
る
比
率
の
伸
び
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
四
九
年
か
ら
五
二
年
ま
で
は
年
間
平
均
一
・
四
%
の
成
長
率
で
、

七
・
五
%
か
ら
一
一
・
七
%
と
女
性
就
業
の
占
め
る
割
合
が
伸
び
て
い
る
の
に
対
し
て
、

五
二
年
か
ら
五
七
年
は
年
間
平
均
わ
ず
か

0
・
四
%
の
成
長
率
で
あ
り
、

一
一
・
七
%
か
ら
一
三
・
五
%
へ
と
女
性
就
業
の
占
め
る
割
合
に
停
滞
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
数
値
は
、
女
性
就
業
の
飛
躍
的
発
展
が
み
ら
れ
た
の
は
五
二
年
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
、
大
躍
進
の



一
時
期
を
除
き
、
緩
慢
な
成
長
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
女
性
就
業
を
重
視
す
る
方
針
は
、
復
興
期
ま
で
で
あ
り
、
そ

れ
以
後
は
、
例
外
的
な
一
時
期
を
除
い
て
、
全
般
的
就
業
政
策
の
な
か
で
、
男
性
の
就
業
政
策
と
同
レ
ベ
ル
、
或
い
は
必
要
に
応
じ
て

そ
れ
よ
り
低
い
と
い
う
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
五
四
年
に
は
、
全
体

の
就
業
率
の
増
大
が
急
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
場
合
は
、
そ
れ
の
四
倍
以
上
の
増
大
率
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
の
推
論
と

は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
説
明
す
る
に
は
、
さ
ら
に
検
討
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
暫
定
的
に
、
次
の
よ
う
な
見
方
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の
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
お
く
。
五
四
年
度
は
、
ま
だ
工
・
商
業
の
社
会
主
義
的
改
造
が
徐
々
に
行
な
わ
れ
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
な

お
中
・
小
の
工
・
商
業
部
門
へ
就
業
の
余
力
が
あ
り
、
女
性
労
働
力
を
そ
こ
へ
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
女
性
の

就
業
の
飛
躍
的
増
大
が
政
策
的
に
は
五
二
年
で
終
息
し
た
と
は
い
え
、
ま
だ
そ
の
余
波
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
五
四
年
度
ま
で
続
い

た
こ
と
で
あ
る
。

－
九
五
八
年
は
、
第
二
次
五
カ
年
計
画
開
始
の
初
年
度
に
あ
た
っ
た
。
第
二
次
の
経
済
計
画
は
、
基
本
的
に
は
第
一
次
計
画
の
よ
う

に
重
工
業
建
設
を
重
視
す
る
内
容
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
、
中
国
的
経
済
建
設
方
式
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
二
本
足
路
線
」
を
加

え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
大
型
企
業
と
中
・
小
型
企
業
、
中
央
工
業
と
地
方
工
業
、
近
代
的
工
業
と
伝
統
的
「
土
法
工
業
」
の

同
時
発
展
を
め
ざ
す
発
展
方
式
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
「
二
本
足
路
線
」
の
一
方
を
構

成
す
る
中
・
小
型
、
地
方
型
、
土
法
工
業
と
い
う
労
働
集
約
的
生
産
方
式
に
大
き
な
比
重
を
置
く
経
済
政
策
が
確
定
さ
れ
、
生
産
計
画

は
大
幅
に
ひ
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
大
躍
進
政
策
は
、
必
然
的
に
就
業
政
策
の
大
幅
な
変
更
を
と
も
な
っ
た
。
第
二
次
五
カ
年
計
画
の

原
案
に
も
と
づ
け
ば
、
就
業
人
口
は
四
年
間
で
七
O
O
万
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
失
業
人
口
は
毎
年
五
O
O
万
人
づ
っ
増

え
る
と
い
う
暗
い
見
通
し
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
の
新
政
策
に
お
い
て
は
新
規
就
業
者
の
み
な
ら
ず
、
潜
在
的
失
業
者
も
含
め
て
す
べ
て
343 

の
失
業
者
の
完
全
就
業
化
の
方
針
が
う
ち
出
さ
れ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。



し
た
が
っ
て
、
新
中
国
成
立
以
降
、
女
性
の
就
業
が
最
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
時
期
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
ま
で
潜
在
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的
失
業
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
家
庭
女
性
を
強
力
に
就
業
さ
せ
る
方
針
が
と
ら
れ
た
。
当
時
の
労
働
部
の
部
長
、
馬
文
瑞
は
、
大
躍
進

政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
直
ち
に
出
現
し
た
都
市
の
労
働
力
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
見
解
の
も
と
に
家
庭

女
性
の
総
動
員
を
提
唱
し
た
。
農
村
で
も
労
働
力
不
足
が
起
き
て
お
り
、
農
村
の
労
働
力
を
都
市
ヘ
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
以
上
、
「
労

働
を
行
な
っ
て
お
ら
ず
、
時
間
的
余
裕
の
あ
る
産
業
予
備
軍
」
と
し
て
の
家
庭
の
主
婦
を
雇
用
す
る
こ
と
は
、
最
も
適
切
な
や
り
方
で

あ
る
、
と
。
労
働
力
不
足
を
解
決
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
み
る
女
性
の
就
業
は
、
労
働
力
の
配
分
方
法
に
お
い
て
、
さ
ら
に
そ
の

位
置
づ
け
が
明
確
と
な
る
。
各
産
業
分
野
の
女
性
就
業
状
況
は
、
最
も
そ
の
率
が
高
い
の
は
紡
績
業
の
五
八
%
、
ゴ
ム
、
紙
、ガラ
ス

な
ど
の
製
造
業
部
門
は
二
O
%
前
後
で
あ
り
、
食
品
工
業
は
一
四
%
に
す
ぎ
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
さ
ら
に
低
い
比
率
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
分
野
の
女
性
就
業
の
比
率
を
高
め
、
紡
績
業
を
七
O
%
前
後
に
、
そ
の
他
の
軽
工
業
部
門
を
三
O
%
か
ら
五
O
%
に

ま
で
高
め
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
お
い
て
も
比
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
だ
け
す
で
に
就
業
し
て
い
る
、
お
よ
び
新
規
就
業
を

予
定
し
て
い
る
男
性
が
余
剰
と
な
る
こ
と
か
ら
、
彼
ら
を
、
「
本
来
男
性
の
適
性
」
で
あ
り
、
労
働
力
不
足
を
き
た
し
て
い
る
重
工
業
、

技
術
分
野
に
ふ
り
む
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
政
策
提
案
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
就
業
の
積
極
策
の
と
ら
れ
た
大
躍

進
期
は
、
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
新
中
国
成
立
以
来
最
も
高
い
女
性
就
業
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
。
五
七
年
の
女
性
就
業
人
口
、
約

一
二
、00
0
万
人
は
、
翌
年
に
は
七
、0
0
0
万
人
と
な
り
、
二
倍
以
上
の
増
大
振
り
を
み
せ
、
全
体
の
就
業
人
口
増
加
率
（
八
四
・
九
%
）

を
大
幅
に
上
ま
わ
る
成
長
（
一
一
一
二
%
）
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、

（
似
）

し
て
、
女
性
の
場
合
は
、

五
九
年
は
、
全
体
の
就
業
人
口
が
マ
イ
ナ
ス
成
長
を
し
て
い
る
の
に
対

一
八
・
一
%
と
い
う
第
一
次
五
カ
年
計
画
実
施
当
初
よ
り
も
高
い
成
長
を
し
て
い
る
。
こ
の
二
年
間
に
わ
た

る
高
い
増
大
に
よ
っ
て
、
女
性
の
就
業
人
口
が
全
就
業
人
口
に
占
め
る
比
率
を
、
五
七
年
の
一
三
・
四
%
か
ら
五
八
年
に
は
一
五
・
四

%
、
五
九
年
に
は
一
八
・
八
%
に
伸
ば
し
て
い
る
。
こ
の
間
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
二
%
、
三
・
四
%
の
伸
び
が
み
ら
れ
た
わ
け
で
あ
り
、



こ
れ
ら
は
新
中
国
成
立
以
降
の
年
間
の
伸
び
率
に
お
い
て
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
就
業
の
き
わ
め
て
高
い
成
長
の
中

（
位
）

核
と
な
っ
た
の
は
、
家
庭
の
主
婦
で
あ
り
、
こ
の
階
層
で
は
八
O
l

九
O
%
が
就
業
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ

う
な
急
成
長
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
起
こ
っ
た
政
策
路
線
の
大
転
換
に
よ
っ
て
、
次
に
大
躍
進
期
と
は
全
く
異
な
る
女
性

就
業
政
策
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

中国の社会主義経済建設過程における女性就業政策（秋吉）

大
躍
進
政
策
は
、
客
観
的
諸
条
件
を
重
視
し
な
い
計
画
経
済
で
あ
っ
た
た
め
に
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
期
に
原
則
的
に
達
成
さ
れ
た

国
民
経
済
の
均
衡
的
発
展
が
破
綻
に
帰
さ
れ
、
さ
ら
に
、
中
央
計
画
制
度
の
基
盤
も
く
つ
が
え
さ
れ
る
と
い
う
結
果
を
招
来
し
た
。

国
民
の
生
存
を
脅
か
す
程
に
深
刻
化
し
た
農
業
不
振
を
背
景
と
し
て
、
経
済
政
策
の
基
本
路
線
の
変
更
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で

に
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
六
一
年
の
党
中
央
委
の
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
農
業
を
国
民
経
済
の
基
礎
」
と
し
、
国
民
経
済
の
均
衡
的

発
展
を
回
復
す
る
経
済
調
整
政
策
は
、
経
済
の
優
先
順
位
を
、
農
業
、
軽
工
業
、
重
工
業
と
し
、
基
本
建
設
を
始
め
と
す
る
経
済
活
動

の
全
般
的
縮
小
化
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
採
ら
れ
た
就
業
政
策
の
方
針
は
、
就
業
人
口
の
合
理
化
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
つ
ま
り
増
大
を
最
小
限
に
お
さ
え
、
情
況
に
よ
っ
て
は
削
減
化
を
図
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
就
業
人
口
の
増
大
を
規
制

す
る
措
置
と
し
て
、
都
市
の
す
べ
て
の
企
業
お
よ
び
事
業
所
は
、
二
、
三
年
間
の
臨
時
労
働
者
の
募
集
を
禁
じ
ら
れ
問
。
そ
し
て
再
び
、

都
市
人
口
の
下
放
政
策
が
登
場
し
、
今
回
の
そ
れ
は
、
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
大
規
模
か
つ
強
行
な
実
施
が
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
女
性
の
就
業
も
大
躍
進
時
点
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
た
消
極
策
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
必
歪
で
あ
る
。
六
O

年
は
、
全
体
の
就
業
人
口
が
再
び
プ
ラ
ス
成
長
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
女
性
の
就
業
人
口
は
か
え
っ
て
マ
イ
ナ
ス
三
・
四
%

と
極
端
な
落
ち
込
み
が
出
現
し
た
。
同
時
に
、
全
体
に
占
め
る
女
性
就
業
率
も
一
・
四
%
減
少
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た

よ
う
に
調
整
政
策
は
そ
れ
自
体
が
女
性
の
就
業
政
策
に
直
接
言
及
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
六
一
年
以
降
の
就
業
の
す
う
勢
を
示
す
デ

l
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タ
が
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
調
整
期
全
般
の
女
性
就
業
政
策
の
推
移
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
六

O
年
時
点
の
全



般
的
状
況
か
ら
み
て
、
次
の
よ
う
に
推
論
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
調
整
政
策
は
、
女
性
の
就
業
を
拡
大
で
き
る
分
野
で
あ
る
軽
工
業
・

手
工
業
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
が
重
点
項
目
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
根
本
的
に
就
業
の
縮
小
化
を
要
請
す
る
政
策
で
あ
り
、
五
七
年
の
346 

就
業
人
口
抑
制
策
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
ま
ず
、
女
性
就
業
の
規
制
が
優
先
的
措
置
と
し
て
採
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（1
）
「
中
共
中
央
関
於
各
抗
日
根
拠
地
目
前
婦
女
工
作
方
針
的
決
定
」
一
九
四
三
年
二
月
二
六
日
。
『
婦
女
運
動
文
献
』
新
民
主
出
版
社
、
一
九
四
九
年
、
二
頁
。

（2
）
『
中
国
統
計
年
鑑
一
九
八
一
年
』
（
国
家
統
計
局
）
一O
五
頁
に
よ
る
と
、
農
村
の
労
働
人
口
は
一
九
五
二
年
は
一
八
、
二
四
三
万
人
、
五
七
年
は
ニ
O
、
五
六

六
万
人
で
全
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
約
八
八
%
、
約
八
六
%
で
あ
る
。

（3
）
こ
の
時
代
区
分
は
中
国
の
公
式
見
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
大
躍
進
・
人
民
公
社
化
政
策
か
ら
調
整
政
策
へ
の
転
換
の
時
期
は
、
公
式
発
表
と
実
際
と
は
ず

れ
が
あ
る
。
五
八
年
の
夏
に
は
す
で
に
人
民
公
社
化
の
後
退
案
が
検
討
さ
れ
、
注
（
但
）
に
記
し
た
よ
う
に
、
都
市
工
業
に
お
い
て
も
一
部
調
整
が
始
ま
っ
た
。

（4
）
「
中
華
全
国
民
主
婦
女
聯
合
会
関
於
当
前
農
村
婦
女
工
作
的
指
示
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
四
年
八
号
、
三
頁
。

（5
）
水
野
朝
夫
「
中
国
の
人
口
と
労
働
力
需
給
」
、
南
亮
三
郎
編
『
中
国
の
人
口
増
加
と
経
済
発
展
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七

O
年
、
一
九
二
頁
、
一
九
八
頁
．

（6
）
農
業
の
集
団
化
政
策
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
主
に
石
川
忠
雄
『
中
華
人
民
共
和
国
ー
そ
の
実
態
と
分
析
』
時
事
通
信
、
一
九
六
四
年
、
八
一
｜
九
O
頁
、
お
よ
び

鄭
竹
園
（
中
俣
富
三
郎
訳
）
『
中
国
経
済
は
ど
う
変
っ
た
か
』
弘
文
堂
、
一
九
六
三
年
、
二
ニ

l

三
人
頁
を
参
考
に
し
た
。

（7
）
「
互
助
組
」
は
平
均
し
て
三
な
い
し
五
戸
の
農
家
よ
り
な
り
、
「
初
級
生
産
合
作
社
」
は
平
均
し
て
ニ
O
l
一
一
一
O
戸
を
単
位
と
し
、
「
高
級
生
産
合
作
社
」
は
平
均

し
て
二
百
｜
一
二
百
戸
を
単
位
と
し
て
い
る
。

（8
）
そ
れ
ら
は
第
二
条
、
第
三
四
条
、
第
四
五
条
、
第
五
一
条
、
第
五
二
条
で
あ
る
。
「
高
級
農
業
生
産
合
作
社
模
範
定
款
」
一
九
五
六
年
六
月
、
『
新
中
国
資
料
集
成
・

第
五
巻
』
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
七
一
年
、
一
八
六
頁
、
一
九
四
l

一
九
五
頁
、
一
九
七
頁
、
一
九
八
！
一
九
九
頁
。

（9
）
（
4

）
に
同
じ
。

（
叩
）
「
人
民
公
社
是
婦
女
徹
底
解
放
的
根
好
組
織
形
式
」
『
新
華
半
月
刊
』
一
九
六

O
年
六
月
、
一
七
頁
。
モ
デ
ル
的
「
高
級
生
産
合
作
社
」
で
は
、
女
性
も
男
性
と
ほ

ぼ
同
じ
労
働
日
数
農
作
業
に
従
事
し
て
い
た
。
小
野
和
子
『
中
国
女
性
史
』
平
凡
社
、
一
九
七
八
年
、
二
四
七
頁
。

（
日
）
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
九
三
頁
。
鄭
竹
園
前
掲
書
、
二
ニ
八
頁
。

（
ロ
）
大
躍
進
・
人
民
公
社
化
政
策
の
背
景
に
つ
い
て
も
主
に
、
石
川
忠
雄
前
掲
書
九O
l
九
六
頁
、
鄭
竹
園
前
掲
書
、
三
八l
四
八
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
お
）
（
叩
）
の
「
人
民
公
社
是
婦
女
徹
底
解
放
的
根
好
組
織
形
式
」
に
同
じ
。

（
日
）
大
躍
進
・
人
民
公
社
化
政
策
に
つ
い
て
も
主
に
、
石
川
忠
雄
前
掲
書
、
九
四
i

九
五
頁
、
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
一
一
一
一
一
ー
一
四
五
頁
を
参
考
に
し
た
。

（
時
）
調
整
政
策
に
つ
い
て
も
主
に
石
川
忠
雄
前
掲
書
、
九
四
l

九
五
頁
、
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
四
五
｜
一
五O
頁
を
参
考
に
し
た
。
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（
日
）
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
八
二
l

一
八
三
頁
、
戸
。
－c
y
g

当
・
の
包
8
8

（
前
田
寿
夫
訳
）
『
中
国
経
済
の
分
析
と
展
望
』
ベ
り
か

ん
社
、
一
九
七
一
年
、
一
九
二
頁
。

（
口
）
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。

（
日
）
代
表
的
な
宣
伝
活
動
と
し
て
は
、
従
来
女
性
が
従
事
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ
の
職
域
、
例
え
ば
、
飛
行
士
、
高
圧
架
線
施
設
士
、
機
関
車
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
操
縦

士
の
女
性
小
グ
ル
ー
プ
を
育
成
し
、
こ
れ
ら
先
進
グ
ル
ー
プ
の
活
躍
を
大
い
に
プ
レ
イ
・
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
。

〈
叩
）
正
式
な
名
称
は
「
中
華
人
民
共
和
国
保
険
条
例
施
行
細
則
」
で
あ
り
、
女
子
就
業
に
お
い
て
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す
る
特
別
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
に
女
子
労
働
者
の
特
別
保
護
に
関
し
て
の
規
定
と
し
て
公
布
さ
れ
た
も
の
に
は
、
五
一
年
五
月
の
「
関
於
廃
除
招
工
工
作
人
員
及
学
員
時
『
不
収
苧
婦
』
規
定

的
通
知
」
や
「
暗
爾
浜
鉄
路
的
一
九
五
四
年
度
労
働
協
約
」
の
第
三
章
「
労
働
保
護
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
規
は
就
業
の
機
会
に
お
け
る
男
女
差
別
を
な
く
し
、
母

性
保
護
の
観
点
か
ら
女
子
労
働
者
の
特
別
保
護
を
厚
く
し
、
そ
の
他
の
待
遇
お
よ
び
賃
金
に
お
い
て
男
女
同
一
の
原
則
を
と
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と
し
て
い
る
。
向
山

寛
失
「
中
国
労
働
法
」
『
労
働
法
講
座
第
七
巻
下
外
国
労
働
法
凶
』
一
九
六
九
年
、
有
斐
閣
、
二
三
二
ニ
、
二
三
一
七
、
二
三
二
六
、
二
三
一
ニ

O
、
二
三
三
五
頁
。

（
却
）
「
中
央
人
民
政
府
政
務
院
関
於
労
働
就
業
問
題
的
決
定
」
『
人
民
日
報
』
一
九
五
二
年
、
八
月
四
日
。

（
幻
）
表
1

は
、
F
F

ロ
S
F
d

司
O
S
8
1
4司
S
W

（3
5
8
8

仏
5
0

宮
ユ
U
1
E
2
4
0
E
E
E
q
o
y
g
p
）W
C
F
E
E
S
M
M
3
8
0
u
a
o
E
・
5
斗
0・
。
・5
0
に
あ

る

J『p
z
o
ω
可
申g
p
u
d
『
z
z
z
g

仏
8
1
0
3
8
E
口
。E
S
S
E
C
E
S
S
U
可g
吋

H
E
∞1
5
8

を
用
い
、
一
九
八
一
年
の
数
値
お
よ
び
必
要
に
応
じ
て
表
下

に
附
記
し
て
あ
る
デ
ー
タ
を
採
用
し
た
。

（
幻
）
『
中
華
人
民
共
和
国
発
展
国
民
経
済
的
第
一
個
五
年
計
刻
一
九
五
三

l

一
九
五
七
、
第
九
章
提
高
人
民
的
物
質
生
活
和
文
化
生
活
的
水
準
』
、
「
人
民
手
冊
一

九
五
六
」
四
四
｜
四
五
頁
。

（
幻
）
図
1

は
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
九
七
頁
の
第
二
六
図
を
用
い
た
。

（
但
）
中
国
の
失
業
人
口
増
大
の
根
本
的
要
因
は
年
率
二
%
を
上
ま
わ
る
人
口
の
自
然
増
加
率
に
よ
っ
て
人
口
が
急
速
に
増
大
し
、
そ
れ
が
生
産
の
発
展
を
う
わ
ま
わ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
部
）
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
八
三
頁
。

（
お
）
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
入
二
頁
の
「
第
六
一
表
都
市
人
口
比
率
お
よ
び
非
農
人
口
の
推
移
」
に
よ
れ
ば
、
五
三
年
の
都
市
人
口
は
七
七
・
六
七
万
人
で
あ
り
、

五
七
年
は
九
二
万
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
数
値
に
も
と
づ
い
て
人
口
移
動
率
を
算
出
し
た
。

（
幻
）
のY
ユ
団
付O
匂
y
o『
図
。
d
司
タ
出
口
問
）
目
。

υミ
ロ
O
H
H件
担
ロ
ハ
同
開
ロ
O
ロ
O
B
目
。
。H・0
4『H
v
z
d

『
げ
伊
ロC
E
ロ
伊

H
Cお
l
H
C印
、
戸
口
目
白
σ
ユ
仏
品
川
田
内

5
4
F
y
o
d巳
4
A
W
E－
仲
吋
句
円
。
m
p
H
C
J『ゲ

－v・
一
戸
ゆ
品
・

（
お
）
出
。4『
9
0

匂
・
巴
了
間V・
ロ
ω・

（
却
）
図
。4
3
8

・
ロ
宗
－w
M
V－H
H
0・
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（
ぬ
）
出
。d司O
U
O
匂
－
n
F
W
H）
・
ロM－

（
但
）
草
野
文
男
『
中
国
経
済
の
構
造
と
機
能
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
二
年
、
二
二
八
｜
二
二
九
頁
．

（
詑
）
出
。
者
少
。
。
・

a
f
H｝
－H
M
M・

（
お
）
問
。
当po
u
－
三
了
ち
－H
M
0・

（
但
）
「
共
干
一
九
五
六
年
度
国
民
経
済
計
刻
的
執
行
結
果
和
一
九
五
七
年
度
国
民
経
済
新
計
刻
草
案
的
披
告
的
芳
功
工
資
」
『
新
華
半
月
刊
』
一
九
五
七
年
、
一
四
号
、

三
六
頁
。

（
お
）
国
0
4
3
8

・
ロ
ロ
ヰ
匂
・
同
町
・
水
野
朝
夫
前
掲
書
、
一
八
四
！
一
八
五
頁
．

（
お
）
出
。
当
0
・
8
・
n
F
W
M
Y
H
M
斗
・

（
釘
）
（
担
）
に
同
じ
。

（
お
）
図
。d『
9
8

・
白
山
了
間
）
H
Y
M
N
仏
l
H
M
m－

（
ぬ
）
馬
文
瑞
「
遊
一
歩
解
放
姐
女
芳
功
力
」
『
中
国
姐
女
』
一
九
五
八
年
、
九
号
、
六
頁
。

（
幼
）
許
剛
「
劫
員
担
女
芳
功
参
加
和
支
援
工
止
生
戸
」
『
中
国
姐
女
」
一
九
五
八
年
、
十
二
号
、
八
｜
九
頁
。

（
但
）
重
工
業
部
門
な
ど
一
部
に
は
実
質
的
な
調
整
政
策
の
方
針
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
結
果
と
し
て
就
業
人
口
増
大
率
が
減
少
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

（
必
）
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
三
七
頁
。

（
必
）
「
中
山
中
人
民
共
和
国
第
二
届
全
国
人
民
代
表
大
会
第
三
次
会
議
新
聞
公
披
」
『
人
民
手
冊

（
叫
）
鄭
竹
園
前
掲
書
、
一
四
六
頁
．

一
九
六
二
年
』
三
頁
。

家
事
労
働
に
関
す
る
評
価
の
変
遷

前
節
で
考
察
し
て
き
た
女
性
の
就
業
政
策
に
関
す
る
変
化
の
な
か
か
ら
、
女
性
の
伝
統
的
役
割
で
あ
る
家
事
・
育
児
と
い
う
家
庭
内

で
行
な
う
家
事
労
働
に
関
す
る
評
価
も
変
化
し
て
き
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
新
中
国
成
立
後
の
約
十
年
間

に
は
、
家
事
労
働
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
ど
う
対
処
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
そ
の
時
ど
き
の
政
策
路
線
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
異

な
る
考
え
方
が
出
さ
れ
、
或
い
は
ま
っ
た
く
異
な
る
見
解
も
出
さ
れ
て
き
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は 348 



で
き
な
い
が
、
変
化
し
た
見
解
の
基
調
を
中
心
と
し
た
ご
く
簡
単
な
推
移
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

復
興
期
か
ら
社
会
主
義
改
造
、
第
一
次
五
カ
年
計
画
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
政
策
、
調
整
政
策
の
経
過
の
な
か
で
、
家
事
労
働
に
関

す
る
評
価
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
異
な
っ
た
潮
流
の
見
解
が
出
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
八
年
春
頃
ま
で

一
つ
は
、

に
主
張
さ
れ
て
き
た
見
解
で
あ
り
、
他
方
は
、
五
八
年
夏
頃
か
ら
翌
年
を
通
し
て
強
調
さ
れ
た
見
解
で
あ
る
。

前
者
の
考
え
方
は
、
家
事
労
働
は
家
庭
の
外
で
行
な
わ
れ
る
社
会
労
働
と
同
等
の
価
値
を
も
っ
、
或
い
は
、
前
者
と
後
者
は
そ
れ
ぞ
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れ
異
な
る
分
業
の
形
態
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
家
事
分
業
論
」
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
婦
人
解
放
の
最
高
指
導
層
に
属

す
る
章
離
女
史
は
、
社
会
主
義
経
済
建
設
の
過
程
に
お
け
る
家
事
労
働
の
重
要
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
家
庭
は
社

会
の
細
胞
で
あ
り
、
社
会
主
義
建
設
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
労
働
者
の
生
活
は
家
庭
の
な
か
で
営
ま
れ
て
い
る
。
家
庭
生
活
の
処
理
の

良
し
悪
し
は
、
家
庭
成
員
の
社
会
主
義
に
対
す
る
積
極
性
に
大
き
な
影
響
を
も
っ
。
例
え
ば
家
庭
の
管
理
が
良
け
れ
ば
、
社
会
主
義
に

参
加
す
る
家
庭
成
員
は
『
何
ら
後
顧
の
憂
も
な
く
』
生
産
に
専
念
で
き
る
が
」
、
も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
彼
ら
の
生
産
活
動
に
悪
い

影
響
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
や
が
て
「
国
家
や
合
作
社
の
増
産
計
画
の
達
成
を
お
ぼ
つ
か
な
く
さ
せ
て
し
ま
う
。
」
ま
た
、
家
庭
の
経
済
に

つ
い
て
の
言
及
で
は
、
「
国
家
が
生
産
す
る
生
活
資
料
の
大
部
分
は
家
庭
の
な
か
で
消
費
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
で
倹
約
で
き
る
か
ど
う

か
は
国
家
の
消
費
物
資
の
供
給
状
況
に
影
響
を
与
え
」
、
各
家
庭
が
倹
約
を
励
行
し
蓄
積
を
増
や
せ
ば
、
国
家
建
設
の
資
金
を
増
大
さ

せ
、
建
設
事
業
の
発
展
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
か
れ
（
記
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
家
庭
は
、
社
会
の
最
も
基
本
的
な
単
位
で
あ

り
、
社
会
労
働
に
た
ず
さ
わ
る
社
会
成
員
聞
の
労
働
の
再
生
産
を
行
な
う
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
で
の
経
済
活
動
も
国
家
経
済
活

動
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
と
い
う
よ
う
に
社
会
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。

家
事
労
働
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
意
義
付
け
は
必
ず
し
も
論
理
的
な
一
貫
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
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の
表
わ
れ
は
、
農
村
の
集
団
化
政
策
に
お
い
て
家
庭
副
業
や
手
工
業
が
是
認
さ
れ
て
い
た
五
五
、
六
年
に
は
こ
れ
ら
に
従
事
す
る
家
庭



の
主
婦
は
「
実
質
的
に
社
会
労
働
の
参
加
者
」
で
あ
る
と
し
、
専
ら
家
事
労
働
に
従
事
す
る
女
性
と
は
区
別
す
る
評
価
を
与
え
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
女
性
幹
部
の
登
用
に
お
い
て
も
矛
盾
が
生
じ
た
。
過
去
に
女
性
幹
部
の
比
率
を
高
め
る
た
め
に
、
業
務
能
力
・
適
性
・
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家
庭
環
境
な
ど
を
余
り
重
視
せ
ず
、
多
数
の
女
性
が
幹
部
と
し
て
起
用
さ
れ
て
い
た
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
、五
七
か
ら
八
年
初
頭
に

か
け
て
の
就
業
人
口
抑
制
策
の
一
つ
と
し
て
の
女
性
就
業
人
口
の
削
減
策
で
は
、
ま
ず
女
性
幹
部
の
不
適
格
者
が
辞
職
す
る
こ
と
が
要

請
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
は
、
彼
女
ら
の
能
力
、
適
性
、
環
境
条
件
を
重
視
し
て
、
家
庭
へ
の
復
帰
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
社
会

の
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
幹
部
の
こ
の
よ
う
な
先
導
的
行
為
が
、
女
性
全
般
の
就
業
規
制
へ
の
動
き
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
党
・
政
府
の
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
政
策
本
位
的
な
要
求
は
当
然
人
々
に
疑
問
を
生
ぜ
し
め
た
。
特
に
五
七
年
か
ら
五
八

年
に
か
け
て
は
、
女
性
の
側
か
ら
の
問
題
提
起
が
多
く
出
さ
れ
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
な
わ
れ
た
程
で
あ
記
。

家
事
労
働
に
関
し
て
出
さ
れ
た
疑
問
に
対
し
て
、
党
・
政
府
が
用
意
し
た
解
答
は
、
次
の
よ
う
な
主
旨
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
家
庭
、

家
庭
成
員
問
、
家
庭
内
労
働
の
あ
り
方
は
、
社
会
の
政
治
お
よ
び
経
済
制
度
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
旧
中
国
に

お
け
る
家
庭
は
封
建
制
度
、
私
有
財
産
制
に
も
と
づ
く
形
態
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
家
庭
成
員
聞
の
関
係
は
支
配
・
被
支
配
関
係
で
あ

り
、
男
子
が
絶
対
的
な
権
力
を
握
り
、
女
子
は
政
治
上
、
経
済
上
、
精
神
上
の
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
不
平
等
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
家

庭
内
労
働
は
す
べ
て
女
子
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
何
ら
社
会
的
価
値
を
生
ま
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
新
中
国
に
よ
る
社
会
主
義
的
政
治
・
経
済
制
度
が
生
ん
だ
新
し
い
家
庭
は
、
旧
社
会
の
家
庭
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
形
態
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
で
は
女
性
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
家
庭
的
生
活
の
す
べ
て
の
面
で
男
子
と
平
等
の
権
利
を
も
つ
こ
と

が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
結
婚
、
家
庭
、
母
親
、
子
供
が
国
家
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
経
済
も
日
ご
と

に
発
展
し
て
お
り
、
女
性
の
徹
底
的
解
放
に
向
か
っ
て
有
利
な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
新
社
会
の
家
庭
で
は
、
成
員
間

に
社
会
主
義
建
設
事
業
に
従
事
す
る
と
い
う
共
通
の
精
神
の
も
と
に
、
相
互
協
力
関
係
が
成
立
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
女
性
が
家



事
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
よ
う
に
男
性
と
同
等
の
諸
権
利
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

L
U、
と
。

家
事
労
働
が
直
接
的
に
経
済
的
価
値
を
生
ま
な
い
点
に
留
意
し
、
「
そ
う
で
あ
る
限
り
は
、
女
性
の
解
放
は
未
だ
成
就
さ
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
、
或
い
は
、
「
女
性
は
経
済
的
に
は
男
性
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
に
独
立
し
て
お
ら
ず
、
寄
生

的
な
存
在
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
っ
た
問
題
提
起
も
よ
く
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
多
方
面
か
ら
の
見
解
が
準
備
さ
れ
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た
が
、
新
し
い
も
の
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
見
解
は
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。

家
庭
の
所
得
の
な
か
に
は
、
家
庭
内
労
働
者
の
労
働
代
価
も
含
ま
れ
る
）
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
社
会
的
労
働
の
概

一
つ
は
、
「
純
粋
に
労
働
経
済
の
視
点
に
も
と
づ
け
ば
、

念
を
広
げ
た
解
釈
で
あ
る
。
社
会
労
働
は
狭
義
に
は
家
庭
の
外
の
集
団
的
生
産
、
或
い
は
福
祉
事
業
に
た
ず
さ
わ
る
労
働
で
あ
る
が
、

広
義
に
解
釈
す
れ
ば
、
社
会
主
義
社
会
の
な
か
で
社
会
主
義
に
奉
仕
す
る
一
切
の
労
働
は
み
な
社
会
労
働
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家

事
労
働
も
社
会
労
働
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
り
、
家
庭
内
で
行
な
う
副
業
お
よ
び
托
児
施
設
の
設
置
な
ど
の
福
祉
的
活
動
も
、
当
然

社
会
労
働
の
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
家
事
労
働
に
社
会
的
に
重
要
な
意
義
づ
け
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
、
け
っ
し
て
そ
の
本
質
に
高
い
評
価
が
与
え

ら
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
家
事
労
働
の
本
質
論
に
ふ
れ
る
時
は
い
つ
で
も
、レ
l

ニ
γ

の
言
葉
を
引
用
し
、
「
家
事
は
わ
ず

ら
わ
し
く
、
人
を
愚
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
見
方
が
堅
持
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
家
事
労
働
は
、
「
社
会
主
義
の
大
経
済
の

な
か
へ
吸
収
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
つ
ま
り
、
家
事
労
働
を
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
事
業
化
（
「
家
事
の
社
会
化
」
）
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
わ
が
国
の
現
在
の
条
件
の
も
と
で
は
、
家
事
の
社
会
化
を
急
激
に
求
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
り
、
社
会
主
義
経
済
建
設
が
進
む
に
つ
れ
生
産
力
の
増
大
が
お
こ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
に
み
あ
っ
た
家
事

の
社
会
化
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
長
期
的
展
望
に
立
つ
楽
観
論
が
強
く
う
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
家
事
を
「
男
女
平
等
の
原
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則
」
に
も
と
守
つ
い
て
分
担
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
も
提
唱
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
後
の
時
代
に
み
る
よ
う
な
運
動
と
し
て
は
行
な
わ
れ



な
か
っ
た
。
家
事
の
社
会
化
の
長
期
的
見
通
し
は
、
理
論
と
現
実
と
の
聞
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
こ
と
を
－
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
理
論
と
は
矛
盾
す
る
よ
う
な
家
事
労
働
へ
の
過
大
評
価
が
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
も
そ
こ
に
あ
っ
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た
、
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
現
実
に
は
、
女
性
の
就
業
は
、
「
個
人
の
選
択
の
問
題
」
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
て
い
た
傾
向
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
女
性
が
直
接
的
に
社
会
活
動
に
従
事
す
べ
き
か
、
或
い
は
家
庭

の
な
か
で
家
事
・
育
児
に
た
ず
さ
わ
り
、
余
裕
の
あ
る
場
合
に
社
会
的
活
動
に
参
加
す
べ
き
か
の
選
択
を
す
る
際
に
は
、
な
に
よ
り
も

ま
ず
本
人
の
家
庭
環
境
、
そ
し
て
身
体
的
条
件
な
ど
と
い
っ
た
個
人
的
な
諸
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
形
で
あ

る
、
と
。
こ
の
よ
う
に
、
五
八
年
春
ま
で
は
家
事
労
働
に
つ
い
て
現
状
を
急
変
さ
せ
る
よ
う
な
政
策
は
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

い
わ
ば
現
状
肯
定
に
お
い
て
、
家
事
労
働
を
う
ま
く
管
理
す
る
こ
と
を
重
点
と
し
た
模
範
的
女
性
を
称
え
る
「
五
好
運
動
」
が
盛
ん
に

行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

家
事
労
働
の
評
価
と
対
処
方
法
が
一
変
す
る
の
は
人
民
公
社
化
運
動
の
時
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
農
村
の
社
会
機

構
全
体
の
変
革
を
め
ざ
す
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
民
公
社
は
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
教
、
衛
生
な
ど
の
公
的
機
能
を
呆

す
ば
か
り
で
な
く
、
衣
、
食
、
住
な
ど
の
私
的
な
機
能
を
果
す
、
い
わ
ば
人
間
の
ト
ー
タ
ル
な
生
活
を
管
理
す
る
機
構
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
人
民
公
社
こ
そ
、
「
ま
さ
に
共
産
主
義
の
萌
芽
で
あ
る
」
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
の
社
会
お
よ
び
生
産
の
基
層
単
位
で
あ
っ
た
「
小
規
模
な
家
庭
」
は
消
滅
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
人
々
は
人
民
公
社
と
い

う
「
大
規
模
な
家
庭
」
で
生
活
を
営
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
家
事
労
働
の
社
会
化
が
、
新
中
国
成
立
以
来
最
大
限
に
重
視
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
家
事
労
働
に
対
す
る
評
価
は
、
共
産
主
義
の
理
論
に
も
と
づ
い
て
必
然
的
に
低
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
に
は
「
わ
ず

ら
わ
し
い
家
事
に
反
対
す
る
全
面
的
な
闘
争
の
行
な
わ
れ
る
所
だ
け
、
も
っ
と
正
確
に
言
え
ば
、
わ
ず
ら
わ
し
い
家
事
を
社
会
主
義
の

大
経
済
の
な
か
に
普
遍
的
に
改
造
し
始
め
る
所
だ
け
が
始
め
て
真
の
女
性
解
放
、
真
の
共
産
主
義
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
」



（
日
｝

と
い
う
レ

l

ニ
γ

の
見
解
が
強
く
う
ち
出
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
女
性
が
直
接
的
に
社
会
的
な
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
が
「
是
」
と
さ
れ
、「
彼
女
ら
を
社
会
の
生
産
活
動
に
参
加
せ

し
め
よ
、
決
し
て
『
家
事
の
捕
虜
』
に
す
る
な
、
決
し
て
自
己
を
飯
づ
く
り
と
子
育
て
の
わ
く
の
な
か
に
と
じ
こ
め
て
は
な
ら
な
い
」

（
ロ
）

こ
と
が
高
く
提
唱
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
家
事
労
働
は
経
済
的
価
値
を
包
含
す
る
と
い
っ
た
考
え
方
は
ま
っ
た
く
引
っ
込
み
、
女

性
が
社
会
的
労
働
に
よ
っ
て
所
得
を
得
る
こ
と
こ
そ
が
、
女
性
の
真
の
経
済
的
独
立
と
平
等
を
得
る
こ
と
で
あ
る
、
と
の
主
張
が
前
面
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に
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
家
事
の
社
会
化
は
時
の
中
国
の
生
産
発
展
の
水
準
の
も
と
で
は
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
な
基
盤

を
も
た
な
い
、
こ
れ
を
急
速
に
全
国
的
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
は
早
す
ぎ
る
」
と
い
う
議
論
に
対
し
て
は
、
「
右
翼
日
和
見
主
義
者
の
観

（
日
）

点
で
あ
る
」
と
し
て
非
難
、
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

人
民
公
社
運
動
が
後
退
を
余
義
な
く
さ
せ
ら
れ
、
経
済
の
調
整
政
策
が
登
場
し
た
時
に
は
、
再
び
家
事
労
働
の
社
会
的
な
重
要
性
を

力
説
す
る
と
い
う
こ
と
は
少
な
く
と
も
公
式
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
家
事
の
社
会
化
が
相
変
ら
ず
主
張

(U
) 

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
家
庭
副
業
・
手
工
業
が
再
び
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
全
面
的
な
経
済
活
動
の
縮

小
化
が
行
な
わ
れ
た
時
代
的
背
景
に
あ
っ
て
、
現
実
に
は
従
来
の
一
戸
一
戸
単
位
の
家
庭
観
、お
よ
び
女
性
就
業
の
消
極
論
が
再
浮
上

し
た
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（1
）
章
誼
「
勤
倹
建
国
勤
倹
持
家
方
建
設
社
会
主
義
而
杏
斗
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
七
年
、
一
O
月
、
一
四
頁
．

（2
）
安
子
文
「
庄
該
正
確
認
識
担
女
千
部
的
退
眼
問
題
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
八
年
、
二
号
、
三
頁
。

（3
）
『
人
民
日
報
』
で
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
五
八
年
一
月
二
二
日
の
第
一
面
に
は
「
工
作
和
家
多
無
法
兼
顧
忽
弘
亦
」
と
か
、
読
者
の
投
書
と
し

て
二
月
九
日
に
は
「
該
不
該
退
駅
回
家
従
事
家
多
芳
劫
」
な
ど
が
あ
る
。

（4
）
「
家
庭
婦
女
庇
当
如
何
更
好
地
方
社
会
主
義
建
設
服
条
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
五
年
、
十
号
、
一
λ
l
一
九
頁
、

（5
）
本
節
（
2

）
に
同
じ
。
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（6
）
安
子
文
前
掲
書
、
二
頁
。

（7
）
薬
暢
「
列
寧
論
社
会
主
義
建
設
与
婦
女
解
放
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
五
年
、
四
月
号
、
六
頁
。

（8
）
章
誼
「
談
談
対
婦
女
参
加
社
会
芳
功
和
家
条
芳
劫
的
看
法
問
題
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
七
年
、
五
月
号
、
二
頁
。

（9
）
都
市
の
家
庭
女
性
の
間
で
次
の
五
つ
の
生
活
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
の
達
成
を
競
う
運
動
で
あ
る
。
①
家
計
を
う
ま
く
き
り
も
り
す
る
②
夫
や
子
供
に
と
っ
て

楽
し
い
家
庭
に
す
る
③
学
習
を
よ
く
す
る
④
子
供
を
よ
く
教
育
す
る
⑤
近
隣
と
仲
良
く
助
け
あ
う
。
『
現
代
中
国
用
語
辞
典
』
震
山
会
一
九
七
三
年
、
四
二
頁
。

（
叩
）
鄭
竹
園
前
掲
書
、
六
二l
六
三
頁
。

（
日
）
茶
暢
「
循
着
列
宇
所
指
的
引
婦
女
徹
底
解
放
的
道
路
前
進
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
六
O
年
、
九
号
、
二
頁
。

（
ロ
）
本
節
（
日
）
に
閉
じ
。

（
臼
）
「
論
集
体
生
活
副
利
事
北
的
大
友
展
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
五
九
年
、
一
八
号
、
二
一
具
。

こ
の
主
張
は
五
七
年
六
月
か
ら
行
な
わ
れ
た
「
反
右
派
闘
争
」
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
用
い
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
、
そ
の
後
も
頻
繁
に
使
わ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
関
連
性
が
強
い
こ
と
も
あ
り
、
調
整
政
策
が
進
む
に
つ
れ
、
次
第
に
下
火
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（U
）
本
節
（
日
）
に
同
じ
。
王
紹
「
人
民
公
社
的
道
路
是
婦
女
御
底
解
放
的
道
路
」
『
中
国
婦
女
』
一
九
六

O
年
七
号
二
一
頁
な
ど
。

四

五
口

==
HH 

結

前
節
の
二
、
三
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
結
論
的
に
要
約
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。

ま
ず
、
共
産
党
の
統
治
す
る
新
中
国
の
女
性
就
業
政
策
は
、
出
発
点
に
お
い
て
女
性
就
業
人
口
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
に
よ
り
‘

就
業
人
口
の
増
大
率
を
男
性
の
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
高
い
比
率
と
し
、し
か
も
そ
れ
を
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
持
続
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
い
う
要
請
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
必
ら
ず
し
も
遵
守
さ
れ
ず
粁
余
曲
折
の
経
過
を
た
ど
っ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
時
の
経
済
路
線
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
就
業
政
策
の
必
要
度
に
応
じ
て
女
性
就
業
政
策
の
内
容
が
形
づ
く
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
復
興
期
に
は
女
性
就
業
人
口
を
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
る
条
件
が
比
較
的
多
い
と
い
う
状
況
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る

政
策
が
と
ら
れ
た
。
第
一
次
五
カ
年
計
画
お
よ
び
農
業
の
集
団
化
が
行
な
わ
れ
た
時
期
は
、
復
興
期
と
同
様
な
速
度
で
女
性
就
業
の
増

大
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
都
市
で
就
業
人
口
規
制
方
針
が
出
現
す
る
時
に
は
、
女
性
就
業
者
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の
規
制
に
比
重
が
お
か
れ
、
農
村
で
は
家
庭
副
業
に
女
性
が
従
事
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
家
事
労
働
が
最
大
限
の
評
価

を
受
け
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
大
躍
進
・
人
民
公
社
運
動
の
時
点
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
労
働
力
の
発
掘
が
要
請
さ

れ
、
女
性
就
業
政
策
も
新
中
国
成
立
以
来
最
大
の
積
極
策
が
展
開
さ
れ
た
。
家
事
労
働
も
急
速
な
社
会
化
が
は
か
ら
れ
た
。
こ
の
間
の

政
策
的
変
化
は
、
数
カ
月
、
な
い
し
は
一
年
足
ら
ず
の
う
ち
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
政
策
的
大
転
換
は
前
の
政
策

決
定
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
調
整
政
策
の
も
と
で
は
、
都
市
の
就
業
人
口
抑
制
策
に
お
い
て
女
性
の
規
制
に

中国の社会主義経済建設過程における女性就業政策（秋吉）

比
重
が
お
か
れ
た
の
で
あ
り
、
農
村
で
は
女
性
が
家
庭
副
業
へ
従
事
す
る
勧
め
が
行
な
わ
れ
る
と
い
っ
た
女
性
就
業
抑
制
策
が
再
登
場

ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性
就
業
政
策
の
推
移
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
政
策
が
中
国
の
社
会
主
義
経
済
建
設
の
諸
政
策
の
な
か
で

常
に
優
先
的
な
政
策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
白
に
証
明
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
女
性
就
業
政
策
は
、
従
属
的
な
、
ま
た
は
第
二
義
的
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
き
た
と
み
る
こ
と
は
客
観
的
な
評
価
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
本
小
論
で
は
女
性
の
就
業
の
質
お
よ
び
そ
れ
を
向
上
さ
せ
る
教
育
・
技
術
訓
練
の
点
ま
で
は
言
及
で
き
な
か
っ
た
が
、

九

六
O
年
の
概
況
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
国
営
企
業
の
三
O
%
は
近
代
的
設
備
を
も
た
な
い
手
工
業
方
式
で
あ
り
、
そ
の
他
の
中
・
小
企

業
の
七
O
%
は
手
工
業
方
式
の
部
円
で
あ
り
、
こ
れ
ら
両
者
の
部
門
の
労
働
者
の
大
半
は
女
性
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
女
性
の
職
業
・
技
術
訓
練
も
き
わ
め
て
お
く
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
深
く
検
討
を
要
す
る

が
、
少
な
く
と
も
、
女
性
の
就
業
を
重
視
す
る
政
策
的
志
向
が
欠
落
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
は
指
摘
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

一
九
七
九
年
か
ら
始
ま
っ
た
現
在
の
「
調
整
政
策
」
は
、
再
び
家
庭
副
業
の
奨
励
策
を
と
り
、
そ
れ
へ
の
女
性
の
積
極
的
参
加
を
要

請
し
て
い
る
。
経
済
規
模
の
全
般
的
縮
小
化
に
よ
っ
て
、
労
働
の
需
給
関
係
は
逼
迫
し
て
お
り
、
失
業
者
は
増
大
の
す
う
勢
に
あ
る
。
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失
業
問
題
を
論
じ
た
論
文
の
な
か
に
は
、
失
業
の
原
因
の
一
つ
に
女
性
就
業
そ
の
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
、
女
性
の
長
期
的



(2
) 

な
育
児
休
暇
の
提
言
も
あ
る
。
時
お
り
「
女
性
は
家
庭
に
戻
れ
」
の
声
が
再
び
一
般
市
民
ば
か
り
で
な
く
、
知
識
人
の
間
か
ら
も
聞
か

れ
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
女
性
就
業
の
消
極
策
の
再
登
場
と
し
て
六
一
年
当
時
の
調
整
政
策
を
思
い
お
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こ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
前
提
l
l

建
国
十
年
以
後
の
政
策
路
線
は
そ
れ
以
前
の
政
策
路
線
を
基
調
と
し
て
い
る
｜
｜

に
も
と
づ
け
ば
、
女
性
の
就
業
政
策
も
そ
の
当
時
の
位
置
づ
け
と
基
本
的
に
は
変
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
小
論
の

考
察
時
期
以
降
の
女
性
就
業
政
策
の
変
遷
も
、
二
節
で
試
み
た
よ
う
に
、
社
会
主
義
経
済
建
設
お
よ
び
就
業
政
策
の
な
か
で
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
察
を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
に
お
け
る
「
女
性
解
放
」
の
よ
り
客
観
的
な

理
解
お
よ
び
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（1
）
薬
暢
「
高
挙
毛
沢
東
思
想
的
旗
眠
、
遊
一
歩
友
功
姐
女
、
方
実
現
一
九
六O
年
、
継
続
妖
遊
而
奇
斗
」
『
新
華
半
月
刊
』
一
九
六O
年
、
五
号
、
三
三
頁
。

（2

）
庇
正
福
「
談
談
芳
劫
就
止
問
題
」
『
江
西
社
会
科
学
』
一
九
八
一
年
、
二
期
、
四
O
頁
。
項
時
受
「
遥
当
鼓
励
仏
事
家
多
芳
劫
」
『
新
観
察
』
一
九
八
一
年
、
一
O

期
、
一
三
頁
。


